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福寿車による 「ほのぼの弁当」づくり～

80歳以上ひとり暮らしの方々に年に4回、お

弁当をお届けする 「お楽しみ給食サービス事業J。

ボランティアの有志の方々が調理を担当し、地

元の民生委員さんが配食して下さつています。

多くの方から 「美味しし」 と言ってもらえる事

がありがたく、励みになっています。
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社会福祉法人

北杜市社会福祉協議会
〒400 001l Jし杜市高根町箕輪新町50番地
下EL 0551 47 5202/FAX 0551 47 5206
http//www ho(uto ewkip/

対章タレ弓声ィ

L



歌ったりしました。慌ただ

しい年末の時期でしたが、

ほつとする楽しいひととさ

となりました。
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暮らし高齢者の会食会を行い

ました。今回お手伝いしてくれ

たのは、小袖 ・中込地区のポランティアの皆さん

です。午後にはボランティアさんによる踊りの発

表をみたり、「お正月」や 「武日節」をみんなで

歌
彗

ムのボランティアが行われています。使わなくなっ

たセーターや毛糸、タオルなどを寄付してもらい、

ひざ掛けや座布団、雑巾やおしほりなどにリフォー

ムしてバザーに出品したり、施設などに寄付をし

ています。

｀
実顔はじけます

″

今年の冬休みも武川中学生が

デイサービスのポランティアに

来てくれました。

へ挿

ます。 これから

も会の名前らし

く、やさしく有

意義な日が送れ

ることを願いな

がら続けていさ

たいと思います。

バランラィ?
動 錮 術

おじいちゃん、おばあちゃん、いつもとは少し

違ったとびっきりの笑顔でゲームを一緒に楽しん

でいました。

休みが長く続く折々に、自発的にポランティア

に来て、利用者さんと交流してくれています。高

齢化に向かっている昨今、若い年代の人が高齢者 ジ

に関心を持って下さる事は嬉しいかぎりです。

読 (民話)を 主とし、体操 (ほはえみ、富士山、

お正月)等 も取り入れながらデイサービスの利用

者と月に2～ 3回楽しく過ごしています。また、

春はみのる荘、秋は仁生園に伺って入所の皆様と

楽しい日を過ごします。2007年秋からハンドペル

もレパートリーに加わり美しい吉色を響かせてい



この度、小淵沢町の 「やまば

との会Jは 、ポランティア功労

巻として厚生大臣表彰を受賞し

ました。「やまばとの会Jは 、昭

和56年の活動開始以来、これまで26年もの長さに

亘り、食事サービスやデイサービス、また地域の

イベント等に携わり活動してきました。今回はこ

れまでの継続して行ってきた地域へのポランティ

ア活動が評価され受員となりました。

この受員を励みにと、会員さんの志気はさらに

上がっています。これからの活動にもまた期待し

ます。

「高根町ポランティア活動

推進連絡協議会では」

昨年のコ1月19日に静

岡県の掛川市にある

「ねむの木学園Jこおい

て、役員研修を行いま

した。

「ねむの木学園Jは 、手足に不自由をもち、考
える力の少ない、そして家でも養育や教育に難し
い環境にある子供たちが安心して生活できる場所
です。また、18歳以上でも機能訓練・職業訓練な
どができる療護施設もあり、広大な敷地内で 「村J

を形成していま

した。

施設の方に説

明を聞さ、様々

な施設を見学さ

せていただき、

大変勉強になっ

た一日でした。

社のボランティア

災書救援/fNランティアの研修〃

東海地震の発生を想定 した

『災書ポランティアセンター設置

副練』に参加してきました。前

半は実際の被災地でのボ

ランティアの様子や心構

えなどを視覚的に学び、

後半は体育館をセンター

とし周辺施設や地域を巻
き込んだ本番さながらの救援活動を体験しました。
「被災者であってもポランティア活動はできる。
むしろ地元を知る人間

は大さな力となる I J

など多 くの事を学べた

研修でした。 このよう

な研修 (演習)に 北杜

の備えになるといいな

と思います。

ポランティアグループ

福寿草

12月12日(水)社 会福祉協議会白洲‖支所、12月

20日(木)白 州デイサービスセンターヘ

白州‖小学校の子供達よリタオルと石鹸を寄贈し

て頂さました (タォル162枚、石鹸162個)。

このタオルと石鹸は、各児童のこ家庭より集め

て頂いたものだそうです。

皆さんの温かいご支援心より感謝申し上げます。

市のポランティア全員が参加でき、いざとぃぅ時

中″ゃ栽彰庫【“″や

中
発
康
黎
禁
一

撃
葵
謗
雫

・
　
を
も
の
な
あ
り
≡
す

〕

よ
そ
・≡
に
表
影
・
ま
す
　

　

十

手
え
す
れ
■

九
々
・年

一石

！キ孝一一中昨中中申中幸＋中ウ十“卜車



「およようこざいます。J毎 週月曜日と木曜日の朝

は、さわやかなあいさつ運動でおまtlます。

児童会が中心になって、あいさつ運動と共に取り

組んでいるボランティア活動は、地域清掃 ]ミ セ

□運動、花いつばい運動、古切手や手ぬぐいなとの

収崇 毎 週木曜日の朝のアルミ缶集めなとです。

特にアルミ缶集めでは、例年にも増してたくさん

実まり 換 全して募全に協力したり 花 いっばいに

したりと み ん

なの力でお金を

有効に活用 して

います。

また、 4年 生

は学習の一環 と

して、点字や手

話に詳 しい方を

招いて、視覚障

富者や聴覚障害者について理解を深めています。

さらに高根町

のみのる荘を訪

間して、歌を歌っ

たリグームをし

たリプレゼント

をしたりと交流

を深めました。

最初は緊張して

いた子供達も時

間と共にうち解

け、高齢者の方々と心の通った楽しいひとときを過

ごすことができました。

ほかの亨年もそれぞれの取り組みの中で、ポラン

ティア意識が少しずつ育っているのを感じています。

人に優しい社会のために 職 員 児 童ともに協力し

あっています。
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屑gヶ [呂唇馬思剰
※この 「社のホランティア |は 市 貞の皆なから寄せられよした

章吉の赤い羽根共同募金の配分■の一部をll凍としています

習舎害救災
大地震がくるかも |いざと言う時に備えて、とんな対策がある?

災富時には 社 災地の復猥に公的機関がさまざまな支援を行ないますか、イロ人の

備えや自泊体制の強化 (近lJ.の助け合し,な ど改めて見直さなければならないこ

ともたくさんありまコ。

災害jf援学習会では 私 達が平常時に取り組むべさこと、さまさまな社会資源の

連携等について考/Lます。

騨 時

平成 20年 3月 8日l■l
午後 1時30分～3時30分

籐 場

生涯字習センターこぶちさわ

(小淵沢小学校の隣りです)

北杜市小淵沢町 7711

自主防災 ・災喜救援活動に

関心のある方はどなたでも

r【
内容】

O北 杜市の防災対策の現状と課題について

土屋雅光氏 (北l■市役所総務課消防主任)

②議演 防 災対策はじめの一歩は
ヤ
地域と家庭で十人十色

向

市民防災ラボ代表 玉 木 貴 氏

(静岡県防災士 ・沼津市応急手当指導員),

参加ご希望の方は、電話・ファックスで、住所 ・

氏名 ・連絡先をお知らせください。

社会福祉法人 北 杜市社会福祉協議会

TE L  0 5 5 1 ( 4 7 ) 5 2 0 2

F A X  0 5 5 1 ( 4 7 ) 5 2 0 6

参加できます。

～お気軽にとうぞ 1～

2月 28日 締切
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